


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 重点目標 １. 福祉教育の充実  ２. 地域がつながる取組の推進  ３. 相談支援事業の充実・発展 

  重点事業 

１. 子どもたちがつなぐ未来への希望 福祉の種まきプロジェクト 

 平成 25年度から取り組みを始めた福祉の種まきプロジェクトは、実践方法の検討を重ねています。子どもたちが地域と関わる

ことで、地域で暮らす人の生き方を学び、役割を知ることができるプログラムを行っています。 

今年度も学校を拠点とした福祉教育の実践に、地域の多様な方の参画を得る形を継続していきます。また、子どもたちが我

がごとと思える「今」ある地域課題について一緒に考える機会をつくっていけるよう心がけます。 

有田市で育つ子どもたちが、有田市のよさ・価値に気づき、ふるさとへの愛着を形成し、誇りが持てるまちとなるよう、地域・学

校・家庭・行政と協力して実践していきます。そしてそのことが、地域の担い手育成につながることを共有します。 

 ２. 地域共生プラットフォームづくり 

 これまでかかわってきた方々や団体等と課題共有するなかで、お互いを知る機会が少ないことを実感しています。また、個で対

応できることには限界があり、より良い地域にするためには対話や協働という形が望まれます。 

こうしたなか、あらゆる主体が対話によって「共に」課題解決に向かえる場づくり、そして「共に」生きるということについて考えられ

る機会をつくります。 

 ３. 地域福祉ネットワーク会議の企画・運営 

 専門職や機関が定期的に話し合い、地域課題について共に解決方法を考えることが地域福祉のひとつの側面を支えることに

つながります。平成 28年度から重ねてきた「地域福祉ネットワーク会議」は、昨年災害時における自助に焦点を絞り、新たな参

画を得て「地域協働促進会議」として事業展開をしました。今年度も引き続き検討を重ねていきます。 

 

善意銀行・福祉基金事業  

３，１５０千円  

   

福祉サービス利用援助事業 

             ９，２８３千円 

ボランティア活動事業  

５１６千円 

「地域がつながる取組の推進」を

行います。 

地域で暮らす全ての住民が出会う

場、対話する場をつくります。その中

で、それぞれが役割をもって生活でき

る環境づくりを推進します。人と人、

団体、企業、しくみなど地域内でのつ

ながりづくりに取り組みます。 

ボランティアに関する相談窓口とな

り、ボランティアをはじめたい方に登録グ

ループや活動の紹介を行います。また、

一般の方から子どもまで、多くの方がボ

ランティア活動に参加できるよう、ボラン

ティア体験講座を開催します。 

さらには、災害時に備え、災害ボラ

ンティアセンターの設置・運営訓 

練を行います。 

 

  
 

法人運営事業     ４８，２８２千円 

共同募金配分金事業  

       ２，２００千円 

  

判断能力の不十分な高齢者や知

的障がい者、精神障がい者に対して福

祉サービスの利用に関する情報提供、

助言、手続きの援助や金銭管理、重

要書類の預かりなどを行います。 

また、成年後見制度による法人後

見事業を行います。家庭裁判所から選

ばれる成年後見人等の役割を、本会

が法人として担い、財産管理や 

身上監護を行います。 

 

  

 

令和 2年度 事業計画・予算について 有田市社会福祉協議会では、理事会（３月１２日）、評議員会（３月２７日）の議決を

経て、令和２年度事業計画・予算を決定しました。 

適正な法人運営や事業運営を行うとともに、各部門間の連絡、調整を行い、本会全体の適

正な管理業務を行います。また、第２次地域福祉活動計画の実践も行います。 

地域福祉の推進のため、「福祉教育の充実」に引き続き取り組んでいきます。地域住民が地

域福祉を担っていくためには、住民自身が地域の様々な課題に気づき、その解決に向けて自ら

取り組んでいく手法を学ぶ、気づきと学びのプロセスが必要です。そして、そのプロセスにおいて多

様な主体と対話することが共に生きる、共生のまちづくりにつながります。そのことを通して、住民を

はじめとする多様な主体が地域生活課題に主体的に取り組む意識が醸成され、結果、地域の

福祉力が培われます。各業務において福祉教育機能を活かした取り組みを行います。 

また、「相談支援事業の充実・発展」にも取り組みます。本市においても、高齢化の進展や家

族機能の変化等により、これまで家庭内や地域で担ってきたことができなくなり、複合した課題と

なった相談が増えています。深刻な状態に陥ってから専門職につながるのではなく、普段から地域

支援として関わることで早めにニーズキャッチをし、予防的に介入できるよう努めます。 

 

ご協力いただいた共同募金は、県共

同募金会を通じ、高齢者、障がい児

者、子どもたちへの福祉活動のほか、ボラ

ンティア活動等、社会福祉事業の貴重

な財源になっています。 

有田市においては、小中学校への学

校図書の寄贈、保育所・幼稚園での人

形劇の上演、高齢者福祉活動、ボラン

ティア活動の推進等、地域の身近な 

活動に使用させていただいています。 

 
（単位：千円） 

 

令和２年度予算 

167,660 

善意銀行・福祉基金事業 

3,150 
ボランティア活動事業 

516 

福祉サービス利用援助事業 

9,283 

生活福祉資金貸付事業 

158 

共同募金配分金事業 

2,200 

 

法人運営事業 

48,282 

心配ごと相談所事業 

64 

訪問入浴事業 

1,663 13,699 

居宅介護支援 

通所介護 事業 




